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今
帰
仁
村
民
憲
章

一
、
み
ん
な
で
守
ろ
う
　
恵
ま
れ
た

自
然
と
文
化
遺
産
を

一
、
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村
を

一
、
み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
の
び
ゆ
く

力
と
豊
か
な
心

一
、
み
ん
な
で
め
ざ
そ
う
　
健
康
で

希
望
に
満
ち
た
村
を

一
、
み
ん
な
で
築
こ
う
　
平
和
で

明
る
い
活
力
の
あ
る
村
を

著
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0今帰仁村の人口 男4,785人 (+3)女 4,725人 (+3)計 9,510人 (+6)世帯数 3,418戸 (+5)平 成 13年 12月 31日 現在
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第1会議室
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今帰仁村行政改革大綱

0

ｔ
ｉ
Ａ

◎各庁舎配置図
本庁舎 (1幅 )

(2階 )

二
十

一
世
紀
を
迎
え
、
め
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
今

日
の
社
会
情
勢
の
中
、
村
民
の
多
種
多
様
な
需
要
に
適
切

に
対
応
し
、
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
築
き

あ
げ
て
い
く
た
め
に
平
成
十
四
年
度
よ
り
、
今
後
五
ヵ
年

に
わ
た
る
村
行
財
政
の
運
営
方
針
を
定
め
た

「第
二
次
今

帰
仁
村
行
政
改
革
大
綱
」
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
の
大
綱
で
は
、
本
村
の
実
情
に
即
し
た
簡
素
で
効

率
的
な
事
務
事
業
の
推
進
を
柱
に
事
務
事
業
全
体
の
総
点

検
見
直
し
を
実
施
、
歳
出
経
費
の
抑
制
を
は
じ
め
、
組
織

機
構
の
見
直
し
、
職
員
の
意
識
改
革
、
情
報
公
開
の
推
進

な
ど
業
務
全
般
に
わ
た
り
改
善
策
を
検
討
し
て
参
り
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
平
成
十
四
年
四
月

一
日
よ
り
、
新
た
な
行

政
課
題
に
よ
り
効
率
よ
く
、
よ
り
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
組
織

（課
）
の
統
廃
合
を
決
定
、
こ
れ
ま
で
の
十
二

課
か
ら
十
課

へ
と
再
編
し
、
職
員

一
同
よ
り
良
く
、
き
め

細
か
い
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
主
な
再
編
内
容

①
総
務
課
に
企
画
財
政
課
の
財
政
部
門
を
統
合
し
、
電
算
業
務
、

広
報
を
企
画
振
興
課
へ
移
管
し
ま
す
。

②
企
画
財
政
課
か
ら
財
政
部
門
を
総
務
課
へ
移
管
し
、
企
画
振
興

課
に
名
称
を
改
め
、
新
た
に
む
ら
づ
く
り
係
を
設
置
し
、
重
要
事

項
の
展
開
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

③
住
民
課
か
ら
国
民
年
金
を
福
祉
課

へ
国
民
健
康
保
険
を
保
険
予

防
課
へ
移
し
、
税
務
課
を
統
合
し
ま
す
。

④
保
健
予
防
課
の
保
健
衛
生
と
環
境
衛
生
を

一
つ
に
ま
と
め
、
国

民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
を
同
課
に
移
す
こ
と
で
、
医
療
費
の
抑

制
と
村
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
、
名
称
を
保
険
予
防
課
に
改
め
ま

す
。

⑤
福
祉
課
の
福
祉
係
に
あ
る
介
護
保
険
を
保
険
予
防
課
に
移
管
し

ま
す
。

⑥
経
済
課
に
農
業
委
員
会
を
統
合
し
、
商
工
係
を
企
画
振
興
課

へ

移
管
し
ま
す
。

⑦
水
道
課
を
廃
上
し
、
建
設
課
に
統
合
し
ま
す
。

③
社
会
教
育
課
に
新
し
く
社
会
体
育
係
を
配
置
し
、
村
運
動
公
園

の
施
設
管
理
及
び
村
体
育
協
会
事
務
局
を
司
り
、
ま
た
、
歴
史
文

化
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
文
化
振
興
担
当
補
佐
を
置
き
、
歴
史
文
化
セ

ン
タ
ー
と
文
化
財
係
と
緊
密
な
連
携
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

③
今
回
、
課
等
の
統
廃
合
に
関
連
し
、
建
設
課
に
水
道
担
当
主
幹

と
経
済
課
に
農
業
委
員
会
担
当
主
幹
を
置
き
、
課
長
職
を
配
置
し

ま
す
が
、
将
来
的
に
は
補
佐
職
の
位
置
付
け
と
し
ま
す
。

民
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総務課

企画振興課

1 職員の人事給与に関すること
2 議会及び一般行政に関すること
3 防災に関すること
4 財政に関すること
5 他課の所管に属さないこと

1 村勢振興及び地域総合開発に関すること

2 企画に関すること

3 統計に関すること
4 普通財産に関すること

5 広報・広聴に関すること

6 電算全般に関すること
7 商工観光に関すること

1 戸籍及び住民登録に関すること
2 窓回業務に関すること
3 村税及び県民税の賦課徴収に関すること
4 固定資産評価に関すること
5 土地家屋に関すること

1 保健予防に関すること
2 環境衛生に関すること
3 公害に関すること
4 老人保健に関すること
5 国民健康保険に関すること
6 介護保険に関すること

1 社会福祉に関すること
2 児童福祉に関すること
3 老人福祉に関すること
4 心身障害者福祉に関すること

5 国民年金に関すること

1 農林水産及び畜産に関すること
2 農地及び農道に関すること
3 農業構造改善事業等に関すること
4 土地改良事業に関すること

5 農林土木に関すること

1 土木に関すること
2 住宅及び建築に関すること
3 道路河川及び港湾に関すること

4 各公共施設の建築に関すること

5 簡易水道事業の管理運営に関すること

1 議員の身分に関すること
2 議会全般に関すること

3 監査全般に関すること

1 学校教育に関すること
2 幼雅園に関すること
3 村育英会に関すること
4 学力向上対策に関すること

5 盲学校・聾学校・養護学校への就学、転入

編入に関すること

1 社会教育に関すること
2 生涯学習に関すること
3 公民館・図書館に関すること
4 文化財及び文化復興に関すること
5 村運動公園に関すること
6 村体育協会事務局に関すること

住民課

r
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(1階 )
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仲
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根
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今

帰

仁

保

育

トイレ 宿首L室

監
査
室

出納室

住民課 税務課と水道課が

それぞれ合併吸収されるんだ

ι

Ｖ

ハ

即

保険予防課

福祉課

トイレ 第2会議室

経済課

農業

委員会

部門

経済課

土
地
改
良

経済課

建設課

議会事務局 講

義
ま

学校教育課

社会教育課
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繰入金
170,000千 円
323%
＼

県支出金
364,699干 円
692% お知らせします

ホすイ養
477,314干 円
9pe%―その他

613,067干 円
1164%

国庫支出金
775ヶ995千 円
1:4179:%

その他
50,237干 円
098%

消防費
173,799千 円
340%

||

公債費
648,819干 円
1268%

教育費
,,098,756千 円
2147%

5,266,588干 円

地方交付税
2,450,597干 円
4653%

跡 暮 報

5,117,454千円

キ

|1講勇
|+203%

14,916千 円
788%

0千円

土木費
―

58542
H144%

と

ヽ

―

モ

キ

、

■

…

ゝ

総務費

騎勇9干円千ヱ'4'[露
干円

1631%569,01
1112%

衛生費
328,869干 円
643%

【一般会計の推移】

【特別会計】

◎村道整備事業 (兼次今泊線、諸志山釜原線、
仲尾次前平当原線、中央線、勢理客和呂目線、
上運天大久保原線

◎今帰仁村保健センター施設整備事業
◎並型魚礁設置事業

◎運天漁港局部改良事業
◎義務教育施設整備事業 (今 帰仁小体育館)

◎古宇利、呉我山災害復旧事業
◎林道整備事業 (仲 尾次尾山線 )

◎統合中学校用地購入事業

||

,

||||

′||♪ Ⅲ

||十 1

一一
´
一
・

年 度
区 分

歳 入
対前年度

l曽 減率 歳 出
対前年度
増減率

平成 12年 度 5,266,588 △ 1205% 5,117,454 △ 1057%

平成 11年 度 5,988,287 1635% 5,722,207 1367%

平成 10年 度 5,146,596 △980% 5,033,890 △940%

過疎対策事業債 1,926,142

義務教育施設整備事業債 550,912

公営住宅建設事業債 332,520

公共事業臨時財政特例債 10,799
一般単独事業債 887,369

財源対策債 78,905

県貸付金 214,506

臨時財政特例債 63,814
一般公共事業債 205,519

災害復旧事業債 9,106

減税補てん債

臨時税収補てん債

95,425

28,000

4,403,017合 計

会 計 篭 戚 入 歳 出 差 SI

国民健康保険 1,202,561 H,135,219 67,342

老 人 保 健 1,363,937 1378484 △ 14,550

水 道 事 業 231,797 264793 △32,996

村有財産状況奸成13年 3月 31日現つ

い .ミ 墓.
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異
掲
一足
文
化
財
に
つ
帰
恒
栖
妙
ら
亘
件

H

湧
川
の
路
次
楽

盆
い形
民
俗
文
化
財
）

謝
名
の
ア
ヤ
チ
獅
子

（無
形
民
俗
文
化
財
）

山
北
今
帰
仁
城
監
守
来
歴
碑
記

（有
形
文
化
財
）

沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
十
九
日
の
定
例
教
育
委
員
会
会
議
で
「湧
川
の
路
次
楽
」

と

「謝
名
の
ア
ヤ
チ
獅
子

（操
り
獅
子
こ
の
二
件
を
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
、
「山
北
今
帰
仁
城
監
守

来
歴
碑
記

（古
文
書
と

を
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

溺

川
の
路
次
楽
」
に
つ
い
て
は
、
ム
ラ
ウ
ド
ゥ
イ
符

踊
り
）
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、農
村
社
会
に

お
い
て
外
来
文
化
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ま
た
謝
名
の
「ア
ヤ

チ
獅
子
」
は
、県
内
で
も
珍
し
い
民
俗
芸
能
の
ひ
と
つ
と
し
て
貴
重
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「山
北
今
帰
仁
城
監
守
来
歴
碑
記
」
は
ど
万
全
な
形
で
保
存
状

態
も
よ
く
、
琉
球
王
国
時
代
に
お
け
る
北
山
監
守
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
今

回
の
県
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

■湧川の路次楽■
(無形民俗文化財)

路次楽は中国伝来のもので、琉球国王の道行きの

「さきぶれ」として演奏されていました。湧川に路沢

楽が伝わったのは約250年前、王府の楽師であった興

儀家の先祖が湧川に再り住み、村踊りに取り入れてか

らだと言われています。 r

▲保存状態が良くほぼ完全
な形で残る「山北今帰仁城
監守来歴碑記」(原物)

―

■山北◆帰仁城監守来歴碑記■
(有形文化財)   .

「山北今帰仁効監守来歴碑記」は、今

帰仁按司 (】 し山監守)第十世宣譲が

1749年 |こ 今帰仁城が一族の永代御願

の地として首里王府から許されたこと

を記念して建立したもので、今帰仁按

司―世からt世に至る歴代の按電が今

帰仁効を立派 |こ治めてきたことを記し、

子孫に伝えるための顕彰碑です。

▲今サ詔二城跡 。本丸跡には、復製が鎮座されている

(

■謝名のアヤチJl師子■
(無形民俗文化財)

謝電のアキつチ獅子 |よ 、普通の獅子舞こ こ夫

異なり、雌雄二頭の小型の獅子を裏方が糸

で操る獅子舞のことで、中央に吊された黄

金の玉 |こ 臓みつかんと飛び跳ねたりじゃれ

あったりしながら踊る県内でも珍しい民俗

云能のひとつです。

今
回
の
指
定
は
無
形
民
俗
文
化
財
が
十
二

年
ぶ
り
、
有
形
文
化
財
は
二
十
年
ぶ
り
の

県
指
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
村
内
に
は
ま
だ

未
指
定
と
な

っ
て
い
る
保
存

・
継
承
す
べ

き
貴
重
な
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
、
村
教

育
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
重
要
か
つ
貴
重

な
歴
史
的
文
化
遺
産
を
後
世
に
正
し
く
継

承
し
て
い
く
た
め
に
村
指
定
あ
る
い
は
県
指

定

へ
と
申
請
す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
あ
る
い

は
文
化
的
な
価
値
が
さ
ら
に
認
識
さ
れ
、
村

民
の
誇
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
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この

「
ハ
ン
セ
ン
病
」
と
宣
告
さ
れ

て
か
ら
家
族
や
友
人
と
も
離
れ
、

偏
見
や
差
別
に
苦
し
み
な
が
ら
も

前
向
き
に
懸
命
に
生
き
て
き
た
伊

波
敏
男
氏
の
半
生
を
綴

っ
た

『花

に
逢
は
ん
』
を
読
ん
で
、
そ
の
思

い
を
書
き
綴

っ
た
湧
川
中
学
校
三

趣昧は「読書」と迷わず答える奥浜さ
ん。「本の中には夢とロマンがあり創
造力が広がります。」と話す。

年

・
奥
原
伶
奈
さ
ん
の
読
書
感
想

文
が
こ
の
度
、
第
二
十
人
回
全
沖

縄
青
少
年
読
書
感
想
文

・
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル

（主
催

一
県
学
校
図

書
館
協
議
会
、
琉
球
新
報
社
ほ

か
）
中
学
校
第
二
類

（ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
）
の
部
で
見
事
、
最
優

秀
賞
を
射
止
め
た
。

奥
原
さ
ん
は

「ど
ん
な
に
つ
ら

い
立
場
に
あ

っ
て
も
決
し
て
希
望

を
捨
て
ず
に
、
前
向
き
に
力
強
く

生
き
て
き
た
著
者
、
伊
波
さ
ん
の

姿
に
心
う
た
れ
た
」
と
話
す
。
ま

た

「私
自
身
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

に
困
難
な
こ
と
に
遭
遇
し
て
も
前

向
き
に
自
分
ら
し
く
、
そ
し
て
周

り
の
人
に
思
い
や
り
を
も

っ
て
接

す
る
こ
と
の
出
来
る
強
い
人
間
に

な
り
た
い
と

一
層
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。」
と
振
り
返
る
。

今
回
、
こ
の
本
を
題
材
に
選
ん

「花
に
逢
は
ん
」
を
読
ん
で

湧
川
中
学
校
三
年

奥
原
　
伶
奈

ハ
ン
セ
ン
病
の
身
内
が
い
て
大
変

だ
な
」
と
思
い
、
家
族
の
気
持
ち

が
わ
か
る
よ
う
な
気
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
た
だ
の
同
情
に

す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
す
。
本
当
の

気
持
ち
を
知

っ
て
い
る
の
は
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
を
持

つ
家
族
だ
け

な
の
で
す
。
相
手
の
立
場
に
な

っ

て
考
え
る
。
こ
れ
は
何
か
に
つ
け

て
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
言
葉
が
い
か
に
実
行

し
づ
ら
い
か
、
身
に
し
み
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
の
私
は
、
苦
し
い
こ
と
か
ら

逃
げ
た
く
て
、
苦
労
ら
し
い
苦
労

も
せ
ず
、
与
え
ら
れ
る
物
す
べ
て

に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
る
わ
け
で

も
な
く
、
の
ほ
ほ
ん
と
生
き
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
私
と
正
反
対
の
彼

の
生
き
方
、
考
え
方
に
興
味
を
ヽ

だ
理
由
に
つ
い
て
も

「以
前
読
ん

だ
こ
の
本
に
対
す
る
自
分
自
身
の

思
い
が
ず

っ
と
、
胸
の
中
に
残

っ

て
い
て
、
い
つ
か
み
ん
な
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い

ま
し
た
」
と
語
る
。
そ
ん
な
心
の

思
い
を

一
気
に
書
き
連
ね
た
作
品

は
、
県
代
表
十
作
品
の
ひ
と
つ
と

し
て
毎
日
新
聞
社
主
催
の
全
国
大

会
に
も
出
品
さ
れ
、
現
在
、
審
査

結
果
を
待

っ
て
い
る
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
原
告
訴
訟
勝
訴
」
な

に
げ
な
く
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
私
の

目
に
、
こ
の
言
葉
が
飛
び
こ
ん
で
き

ま
し
た
。

私

の
通
う
学
校

は
、
小
高

い
丘

の

上

に
あ
り
、
眼
下

に
は
羽
地
内
海
が

見
下
ろ
せ
、
美

し

い
島

々
が
並
ん

で

い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
屋
我
地
島

で

す
。
し
か
し
、
そ

の
島

で
長

い
間

ハ

ン
セ
ン
病

で
差
別
を
受
け
続
け
、
苦

し
ん
で
い
る
人

々
が

い
た
な
ん
て
思

い
も

し
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
に
せ
私

は
、

ハ
ン
セ
ン
病
た
る
も

の
を
知
り

ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
あ

の
言

栄
え
あ
る
最
優
秀
賞
受
賞
の
快

挙
と
全
国
大
会

へ
の
出
品
は
新
聞

紙
上
で
初
め
て
知

っ
た
と
話
す
奥

原
さ
ん
。
「
こ
ん
な
す
ご

い
賞
を

い
た
だ
け
る
な
ん
て
思
い
も
し
な

か
っ
た
、
指
導
し
て
く
れ
た
名
城

久
美
先
生
に
感
謝
し
た
い
」
と
素

直
に
喜
び
を
語
り
、
さ
わ
や
か
な

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

幼
少
の
頃
か
ら
絵
本
が
好
き
で

い
つ
の
ま
に
か
本
を
読
む
こ
と
が

楽
し
み
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
と
い

う
読
書
大
好
き
少
女
。
四
月
に
は

あ
こ
が
れ
で
あ
る
中
学
の
国
語
教

師
を
目
指
し
て
、
地
元
、
北
山
高

校
に
進
学
し
た
い
と
目
を
輝
か
せ

る
奥
原
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
夢
に

向
か
っ
て
得
意
な
分
野
を
ど
ん
ど

ん
伸
ば
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

な
お
、
受
賞
者
の
表
彰
式
は
二

月
九
日
に
那
覇
市

・
琉
球
新
報
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
る
。

葉
を
目
に
し
て
か
ら
の
私
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
深
く

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
。
そ
れ
は
、
ら
い
菌

に
よ

っ
て
お
こ
る
伝
染
病
。
し
か
し
、

そ
の
感
染
力
は
非
常
に
弱

い
。
私
が

調
べ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
こ
れ

だ
け
で
し
た
。
そ
の
奥
の
患
者
と
そ

の
家
族
の
苦
し
み
、
幸
さ
、
絶
望
を

知
る
こ
と
が
出
来
た
の
は

「花
に
逢

は
ん
」
を
読
ん
で
か
ら
で
す
ｃ

ハ
ン
セ
ン
病
と
宣
告
さ
れ
た
俊
男
ｃ

そ
し
て
、
初
め
は
受
け
入
れ
る
の
を

拒
ん
だ
家
族
。
私
は

「彼
の
家
族
は
、

最l憂秀賞

受賞作品
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兼
次
中
野
球
部
が
県
大
会
で
準
Ｖ

～
沖
縄
県
中
学
校
新
人
軟
式
野
球
大
会
～

十
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
日

間
、
沖
縄
市
営
球
場
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
た
県
中
学
校
新
人
軟
式

野
球
大
会

で
村
立
兼
次
中
学
校

（新
城
英
彦
校
長

。
生
徒
数
百
九

人
）
の
野
球
部

（部
員
十

一
人
）
が

並
み
居
る
強
一象
を
撃
破
し
、
見

事
、
準
優
勝
に
輝
い
た
。

少
年
野
球
時
代
か
ら
生
徒
ら
を

見
守
る
石
川
清
陸

コ
ー
チ
は

「投

手
を
中
心
と
し
た
守
り
に
は
絶
対

の
自
信
が
あ
る
」
と
話
す
よ
う
に
、

地
区
予
選
の
決
勝
を
除
く
、全
て
の

試
合
を

一
点
差
で
勝
ち
抜
い
て
き

た
こ
と
で
選
手
た
ち
は
自
信
を
深

め
る
と
同
時
に
た
く
ま
し
さ
も
身

に
つ
け
た
よ
う
で
、
主
将
の
平
安

山
良
平
君
は

「自
分
た
ち
が
こ
こ

ま
で

（県
大
会
決
勝
戦
）
や
れ
る

と
は
思

っ
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
、

次
は
絶
対
に
優
勝
を
狙

い
ま
す
」

と
語
り
、
日
元
を
引
き
締
め
た
。

学
校
自
体
が
文
武
両
道
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
今
回
の

大
活
躍
は
学
校
や
地
域
も
大
喜

び
、
監
督

の
仲
村
清
光
教
頭
も

「ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の

面
に
お
い
て
課
題
意
識
を
も
ち
、

主
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
素
晴

ら
し
い
己

と
他

の
模
範
と
な
る

生
徒
ら
の
頑
張
り
を
称
え
た
。

Ｐ

持
ち
ま
し
た
。
戦
争
を
経
験
し
、

ハ
ン
セ
ン
病
と
聞
い
、

ハ
ン
セ
ン
病

と
共
に
生
き
、
希
望
を
捨
て
ず
に
勉

学
に
励
ん
で
い
た
彼
。

し
か
し
、
彼
が
持

っ
て
い
た
思
い

「人
間
は
平
等
」
、
「病
気
が
治
癒
す
れ

ば
、
社
会
の
営
み
の
中
で
普
通
に
生

き
た
い
」
と
い
う
の
は
、
誰
に
で
も

あ
り
そ
う
で
、
実
は
な
い
も
の
だ

っ

た
と
私
は
思
い
ま
す
。
現
実
、
そ
れ

は
差
別
と
い
う
行
為
が
あ

っ
た
か
ら

で
す
。
こ
れ
は
、
異
国
の
こ
と
で
は

な
く
、
こ
の
日
本
の
日
本
人
同
士
が

で
す
。
こ
の
こ
と
に
気
づ

い
て
い
る

人
が
、
今
の
世
の
中
に
ど
れ
ほ
ど
い

る
で
し
ょ
う
か
。
遠

い
海
の
向
こ
う

の
人
種
差
別
を
論
じ
る
前
に
、
身
近

な
差
別
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

私
が
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
よ
う

に
な

っ
て
か
ら
気
づ
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

彼
は
発
病
し
た
頃
、
死
に
た
い
と

よ
く
思
う
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

彼
を
死

に
た

い
と
思
わ
せ
た

の
は

「ら
い
予
防
法
」
に
よ
る
強
制
隔
離
を

と

っ
た
日
本
の
医
療
政
策
と
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
の
人
と
し
て
の
尊
厳
を

無
視
し
た
社
会
か
ら
の
偏
見
と
無
知

か
ら
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
も
し
、

私
が
彼
と
同
じ
こ
と
に
な

っ
て
い
た

ら
、
果
た
し
て
生
き
て
ゆ
け
た
で
し
ょ

う
か
。
自
分
を
苦
し
め
て
ま
で
生
き
よ

う
と
思

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
私

は
ど
う
し
て
自
分
だ
け
が
と
世
間
を

恨
み
、
人
を
憎
ん
だ
り
し
て
逃
げ
る
こ

と
し
か
考
え
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
で

も
彼
は
、
自
分
の
外
見
に
ぐ
る
ぐ
る
巻

か
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
名
の
包
帯

を
解
き
、
そ
の
内
に
秘
め
た
本
当
の
自

分
を
見

つ
け
出
す
た
め
に
生
き
る
こ

と
を
選
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「生
き
る
」
そ
れ
は
そ
れ
だ
け
で
素

晴
ら
し
い
こ
と
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。
世
の
中
に
は
い
る
い
ろ
な
人
が

い
ま
す
ｃ
生
ま
れ
な
が
ら
に

ハ
ン
デ

ィ
を
背
負

い
な
が
ら
も
み
ん
な
精

一

杯
生
き
て
い
ま
す
。

私
は
以
前
、
障
害
者
を
快
く
思

っ

て
い
な
か
っ
た
時
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
母
に
、
「あ
な
た
が
、
も
う
少
し

大
き
く
な

っ
た
ら
ち

ゃ
ん
と
受
け
入

れ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
。」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
「花
に
逢
は
ん
」
を
読
み
、

伊
波
さ
ん
の
生
き
方
を
知

っ
た
今
の

私
は
、
そ
の
言
葉
の
本
質
が
わ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私

の
よ
う
に
健
康
で
何
ひ
と
つ
不
自
由

な
く
の
ほ
ほ
ん
と
生
き
て
い
て
、
人

の
痛
み
を
分
か
ろ
う
と
し
な
い
心
の

不
自
由
な
人
こ
そ
が
本
当
の
障
害
者

で
は
な
い
か
と
。

あ
と
が
き
に

「石
を
踏
ん
だ
足
の

痛
さ
で
は
な
く
、
踏
ま
れ
た
石
の
痛

み
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
不
治
の
病
だ
と
思
い

込
み
隔
離
し
た
国
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
の
気
持
ち
も
考
え
て
行
動

し
て
ほ
し
い
と
著
者
の
伊
波
さ
ん

が
思

っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
彼
自
身
が
幸

い
目
に
あ

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

相
手
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
る
こ

と
が
出
来
、
人
に
は
優
し
く
接
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。私

に
は
、
彼
が

ハ
ン
セ
ン
病
の

差
別
で
傷
つ
い
た
心
を
癒
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
が
差
別
で
苦
し
ん

だ
人
が
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
現

在
も
何
ら
か
の
差
別
を
受
け
て
苦

し
ん
で
い
る
人
々
が
い
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
同
じ
間
違

い
を
繰
り
返

す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
私
た
ち
の

手
で
真
の
平
等
を
築
く
こ
と
の
出

来
る
未
来
に
し
た
い
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。

伊
波
さ
ん
や
そ
の
他
の
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
の
皆
さ
ん
が
真
実
と
自

由
を
求
め
て
戦

っ
た
勇
気
に
心
か

ら
の
拍
手
を
送
る
と
と
も
に
、
彼

ら
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
真
の
意

味
で
差
別
を
解
か
れ
、
温
か
く
優

し
く
包
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
祈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲チームワークと鉄壁な守備で旋風をまきおこした兼次中野球部のメンバー

監 答 :仲 村清光

コー チ 1石 川 清 鱗二

学年背番号 名  前

] 上間 広野 2

2 平 安 山 農平

3 島袋   奨 2

4 玉城  舟作 2

5 伸 宍 網 宗 ― 2

6 山城  直之 2

フ 金城  浩司 2

8 与 那 嶺 勇 二 2

9 親)1 圭太 ]

10 玉城 誠也 1

]] 上 PB司  嘉 人 1

兼 次 中 学 校 野 球 部
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第
だ
回
〃
子
ど
セ
会
声
フ
リ

子
供
た
ち
の
豊
か
な
感

性
と
創
造
力
を
育
み
、
各

字
子
ど
も
会
組
織
の
充
実

を
図
ろ
う
と

「第
十
八
回

今
帰
仁
村
子
ど
も
会
ま

つ

り
」
が

一
月
二
十
日
、
村

コ

ミヽ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
催
さ
れ
た
。

年
々
充
実
す
る
、
村
子
ど

も
会
ま

つ
り
に
は
、
人
フ
年
も

村
内
全
字
の
子
ど
も
会
が
出

演
、
楽
器
演
奏
や
紙
芝
居
、
地

域

に
伝
わ

る
伝
統
芸
能
な

ど
、
日
頃
の
練
習
成
果
や
活

動
の
様
子
を
子
供
た
ち
は
舞

台
い
っ
ぱ
い
に
発
表
し
た
。

今
泊
子
ど
も
会
に
よ
る
勇

壮
な
棒
術
で
は
組
棒
の
大
半

を
女

の
子
で
占
め
る
な
ど
、

子
ど
も
会
ま
つ
り
な
ら
で
は

の
光
景
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
区
の

伝
統
芸
能

「亀

の
甲
」
に
初
挑
戦

し
、
お
と
な
顔
負
け
の
演
舞
を
見

せ
た
仲
尾
次
子
ど
も
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
演
舞
指
導
に
字
の
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
あ
た
り
、
地

謡
を
地
域
の
人
た
ち
で
受
け
持

つ

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
会

活
動
を
支
援
し
て
い
る
様
子
が
伺

え
た
。
そ
の
ほ
か
、
児
童
の
少
な
い
　
．

呉
我
山
子
ど
も
会
は
、
子
ど
も
達

四
人
に
よ
る
手
作
り
の
大
き
な
紙

一．

芝
居
を
披
露
し
、
△
ム
場
に
詰
め
か

ｉ

け
た
大
勢
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

今
年
も
子
ど
も
会
ま
つ
り
の
運

一一

営
、
進
行
を
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

一

が
受
け
持
ち
、
一
部
の
地
域
で
は

演
目
の
指
導
に
も
あ
た
る
な
ど
、　
一

リ
ー
ダ
ー
ぶ
り
を
発
揮
、
自
主
的

一

に
活
動
に
取
り
組
む
子
供
た
ち
の
　
一一

成
長
ぶ
り
に
関
係
者
も
目
を
細

一

め
、
舞
台
で
発
表
す
る
子
ど
も
た

ち
同
様
、
温
か
い
拍
手
が
起

っ
た
。

ま
た
、
こ
の
日
、
舞
台
の
合
間
を

ぬ
っ
て
天
底
子
ど
も
会
と
運
天
子

ど
も
会
が
乙
羽
園
を
訪
間
し
て
踊

り
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
合
唱
奏
を
披
露
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
や
ん

達
を
喜
ば
せ
た
。

一一
　

「第

一
回
兼
次
中
学
校
同
窓
生

一一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
女
大
城
裕

・

一
実
行
委
員
長
）
が

一
月
二
日
、
母

一
校
、
兼
次
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

一一　
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

一一
　

こ
れ
は
、
来
年
四
月
の
村
立
統

一
合
中
学
校
開
校
と
同
時
に
廃
校
と

一一
な
る
兼
次
中
学
校
の
同
窓
生
有
志

一
ら
が
同
じ
学
び
合
を
巣
立

っ
た
同

一一
窓
生
相
互
の
親
睦
と
絆
を
深
め
よ

一
う
と
企
画
し
た
も
の
。

一一
　

多
く
の
同
窓
生
が
参
加
し
や
す

一　
い
よ
う
に
と
正
月
帰
省
に
あ
わ
せ

一一
て
開
催
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
当

一

日
は
、
若
い
二
十
歳
の
チ
ー
ム
か

一　
ら
六
十
歳
を
超
え
る
熟
年
の
チ
ー

一
ム
ま
で
、
二
十
チ
ー
ム
、
約
二
百

一一
五
十
人
余
り
の
同
窓
生
が
共
に
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
。

栄
え
あ
る
第

一
回
大
会
の
優
勝

は
二
人
期
生
チ
ー
ム
。
試
合
終
了

後
は
同
校
体
育
館
に
会
場
を
移
し

て
の
大
交
流
会
が
開
か
れ
、
用
意

さ
れ
た
牛
汁
や
ヤ
ギ
汁
の
ご
ち
そ

う
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
中
学

時
代

の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
、
今
後
の
学
校
跡
地
の
利
用
の

方
法
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て

い
た
。
ま
た
、
舞
台
で
は
各
期
か

ら
の
飛
び
入
り
の
余
興
も
飛
び
出

す
な
ど
会
場
は
終
始
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
、
参
加
者
ら
は
こ
こ
ろ
ゆ
く

ま
で
交
流
を
深
め
て
い
た
。

▲各字からの多彩な演目が舞台をかざった。

広報なきじんに

情報をお寄せ下さい。

〒905-0492
今帰仁村役場「広報なきじん」

一一　　　一　・　　　　　・ヽ
一

一
・
・〓

▲呉我山子ども会による手作りの紙芝居

▲優勝の喜びに沸く28期生チーム

▲老いも若きも共に汗を流 した

周
な
生
の
解
歴
と
絆
汗
め
る

第

一
回
斎
深
中
学
療
周
憲
〓
ン
フ
ト
ボ
′
ん
六
公

(2002年 )平成 14年 2月 1日 広報なきじん 8
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ケ

・、
li■ :― ■

～

所
盲
″
子
だ
〓
あ
げ
六
会

パ
加
療
磨
雰
宮
学
寂

「密
」
が
脚
鰤

天
底
小
家
庭
教
育
学
級

「結
」
（学
級
長

【
兼
次
優

子
）
の
主
催
す
る
「新
春
親

子
た
こ
揚
げ
大
会
」
が

一
月

六
日
、
村
総
合
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
自
作
の

た
こ
を
揚
げ
て
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
や

高
さ
、
技
術
な
ど
を
親
子

で
協
力
し
あ

っ
て
競
い
合

う
大
会
で
も
あ
り
、
会
場

に
は
個
性
あ
ふ
れ
る
ユ
ニ

―
ク
な
た
こ
を
手
に
し
た
親

子
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
。

こ
の
日
は
、
ぽ
か
ば
か
陽

気
で
天
候
に
は
恵
ま
れ
た
も

の
の
風
が
な
く
、
参
加
し
た

親
子
は
広
場
を
駆
け
回
る
な

ど
四
苦
八
苦
。
中
に
は
、
う

ま
く
風
を

つ
か
ま
え
青
空
に

舞
う
た
こ
も
あ
れ
ば
、
地
面

す
れ
す
れ
を
駈
け
る
よ
う
に

飛
ぶ
？
た
こ
も
見
ら
れ
る
な

ど
、
笑

い
を
誘
う
和
や
か
な

大
会
と
な

っ
た
。

こ
の
日
、
最
も
高
く
上
げ

た
の
は
、　
一
辺
が

一
メ
ー
ト
ル
近

く
も
あ
る
大
き
な
二
連
の
立
体
た

こ
。
製
作
者
の
与
那
響
君

（天
底

小
六
年
）
は

「
テ
ス
ト
で
は
も
っ

と
高
く
飛
ば
せ
た
け
ど

・
・
。
」

と
風
の
な
い
空
を
見
上
げ
ち
ょ
っ

ぴ
り
残
念
そ
う
に
話
し
た
。

そ
ん
な
中
、
主
催
者
の

一
人
は

「来
年
は
ぜ
ひ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
ち
ゃ
ん
も
交
え
、
家
族
の
絆

が
深
め
ら
れ
る
大
会
に
で
き
た
ら

い
い
で
す
ね
」
と
語
っ
た
。

▲自f慢 のたこを手に勢ぞろいした参加者たち

9広報なき じん ⑫oo2年)平成14年 2月 1日

汗
と
び
誹
う
け
各
コ
′
卜
で
解
軒
〃

所
盲
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
六
公
だ
汚
べ
〃
参
加

▲ 100人余りの参加者が大きな推卜け声に合わせ、もちつきを楽しんだ

▲激しい攻防を繰り広げた男子の部

成 績 結 果

″
膠
の
年
雪
ιｌ
力
哲
て
を
う
フ
き

汀
社
筋
が
「セ
ぢ
フ
を
六
分
」
τ
崩
れ
あ
ιｌ
東
″

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
福
祉

関
係
者
な
ど
、
参
加
者
ら
の
親
睦

と
社
会
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
よ

う
と
村
社
協

（会
長

一
上
問
敏

雄
）
主
催
の

「新
春
も
ち
つ
き
大

会
」
が

一
月
十
二
日
、
中
央
公
民

館
の
中
庭
で
開
か
れ
た
。
こ
の
日

は
村
身
障
者
授
産
施
設

「お
と
ば

学
園
」
の
園
生
を
は
じ
め
、
民
生

児
童
委
員
や
家
族
連
れ
な
ど
約
百

人
が
参
加
、
こ
の

一
年
の
飛
躍
を

胸
に
力
強
く
も
ち
つ
き
を
楽
し
ん

だ
。
家
族
で
参
加
し
、
は
じ
め
て

き
ね
を
手
に
し
た
興
那
嶺
宏
実

全
Ｃ
ち
ゃ
ん
は

「ち
ょ
っ
と
重
か

っ
た
け
ど

つ
く

の
は
楽

し
か

っ

た
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
、
つ
き
た

て
の
お
も
ち
が
入

っ
た
ぜ
ん
ざ
い

を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば

っ
た
。

愛
好
者
の
親
睦
と
競
技
力
の
向

上
を
目
的
と
し
た
第
五
回
今
帰
仁

村
新
春
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が

（主
催

”
今
帰
仁
村
教
育
委
員
会
）

が

一
月
二
十
日
、
村
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
試
そ
う
と

村
内
か
ら
男
女
合
わ
せ

て
十
六
ペ
ア
が
参
加
、

各
コ
ー
ト
で
汗
を
飛
び

散
ら
せ
る
白
熱
し
た
試

合
を
繰
り
広
げ
た
。

注
目

の
男
子
決
勝
戦
は
、
玉

城
、
当
山
の
高
校
生
ペ
ア
と
四
十

代

の
石
川
、
座
間
味

ペ
ア
の
対

戦
。
試
合
は
体
力
に
勝
る
高
校
生

ペ
ア
を
、
終
始
う
ま
い
ゲ
ー
ム
運

び
で
抑
え
、
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
た

石
川
、
座
問
味
ペ
ア
が
初
優
勝
を

果
た
し
た
。

■男子の部

優 勝=石川清和

座間味薫

準優勝=玉城 涼

営山和博

(渡喜仁)

(仲宗根)

(北山高校)

(北山高校)

■女子の部

優 勝=典那嶺陽子 (仲尾次)

我那覇不ぇた子 (伸宗根)

準優ll券 =大城京子 (仲宗根)

川上ナリ子 (湧川)



薪
軍
の
『翻
遭
膠
』鰹
翻
浮

篇
盲
口
′
ト
レ
デ
ヌ
六
公
だ
Ξ
Ｏ
力
入
参
効

▲一斉にグラウンドを飛びだす年代別及び女子の部

「早
春

の
今
帰
仁
を
駈
け
る
」

新
年
恒
例
の

「第
二
十
四
回
今
帰

仁
村
新
春

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
、
村
運
動
公
園
を
発
着
点
に
行

わ
れ
、
村
内
外
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
三
百
九
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
各

種
日
で
健
脚
を
競
い
合

っ
た
。

レ
ー
ス
は

一
般
の
部
を
皮
切
り

に
年
代
別
、
女
子
、
中
学
生
、
小

学
生
の
部
と
順
次
ス
タ
ー
ト
。
時

お
り
吹
く
冷
た

い
風
に
も
負
け

ず
、
沿
道
の
家
族
や
友
人
ら
の
盛

ん
な
声
援
に
励
ま
さ
れ
、
参
加
者

ら
は
新
年
の
「初
走
り
」
を
満
喫

し
た
。

ま
た
、
今
年

の
大
会
に
は
昨
年

の
暮
れ
、
県
代
表
と
し
て
全
国
高

校
駅
伝
大
会
に
出
場
し
た
名
護
高

校
女
子
駅
伝
部
の
メ
ン
バ
ー
を
は

じ
め
、
九
州
高
校
駅
伝
大
会
に
出

場
し
た
地
元
、
北
山
高
校
の
男
子

駅
伝
部
も
参
加
し
大
会
を
盛
り
上

げ
た
ほ
か
、
こ
の
日
は
、
九
つ
の

大
会
新
記
録
と

一
つ
の
大
会
タ
イ

記
録
が
誕
生
す
る
な
ど
、
好
記
録

が
続
出
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
争
い

は
観
客
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。

第24回新春ロードレース大会記録一覧表基導![嬉研量録

種  目

1  位 2 位 3  位

氏  名 言己 金泉 出 身 氏  名 記 録 出 身 氏  名 記 録 出 身

小学 3年 男 上問  光 4107 天底小 松囲 竜治 4'13 今小 上原 デ】l剛 4'16 高嶺小

女 新垣  千夏 4'09 アンテローア 安里  結 4Ч 0 7ンテロ…ア 多和四早紀 4115 Tンテコーフ

4年 男 金城  幸翔 3147 頼喜田小 木村  淳 3'48 アン千ローフ 松田 学 3'48 天底小

女 安里 輿子 3150 アンテロープ 山城 さつき 4'00 兼次小

5年 男 ハーツ勇紀 7127 7ンテローア 仲村準雄太 7'37 津嘉山 上里 和弥 8'11 アン;ロ ーブ

女 玉城 信恵 7147 アンテローフ 仲村 風子 8i42 天底小 仲村 利紗 9104 兼次小

6年 男 金城 聡大 6.68 古宇利小 上原 真同J 7127 高嶺小 諸喜田 繁 7'47 兼次小

女 安里 巴美 8124 神戸市 新垣 夏造 8'34 アンテローフ 知念賀余子 8'48 アンテロー,

中学  男子 宮城 洋介 9151 本部中 親川 陽平 10129 本部中 長浜主志朗 10'32 本部中

女 子 本部中 安里真梨子 7124 高嶺中

一般 高校男子 幸良 英徹 33133 沖縄市 諸喜田 寿 35'12 兼次 佐久川 大 36'02 北山高

女 子 仲F飼弓 希中え 11121 名護蔦 比嘉 祥子 Tヽ2' 名護高 花
'競

早希予 11122 名―議葛

30   代 阿次宮吉光 17107 大里村 前原直樹 17124 宜野湾市 本村 三男 19152 名護市

40 代 上原  秀俊 10'58 糸満市 仲村渠盛正 11'00 南風原 友利 芳弘 11108 名護市

50 代 新城  正男 11134 天  底 仲本 光秀 13136 今 ,白 田港 朝茂 14151 謝 名
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▲色とりどりの着物に身を包み晴れやかな表情を浮かべる新成人

村
の
未
来
を
担
う
若
者
達
の
二

十
歳
を
祝
う
平
成
十
四
年
の
今
帰

仁
村
成
人
式
が

一
月
四
日
、
村

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。

式
典

で
は
仲
里
吉
徳
村
長
が

「ふ
る
さ
と
今
帰
仁
を
誇
り
と
し
、

学
ぶ
こ
と
を
忘
れ
ず
夢
と
希
望
に

む
か
っ
て
精

一
杯
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
勇
気
を
持
ち
続
け
て
下
さ
い
己

と
激
励
す
る
と
、
新
成
人
を
代
表

し
て
大
城
俊
樹
さ
ん
が

「こ
れ
ま

で
深
い
愛
情
を
も

っ
て
育
て
て
く

れ
た
多
く
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
人
を
思
い
や
る
豊
か
な
心
と

二
十

一
世
紀
に
大
い
な
る
夢
と
希

望
を
も

っ
て
自
分
を
磨
き
、
素
晴

ら
し
い
人
生
を
切
り
開
い
て
い
き

た
い
。」
と
決
意
を
述
べ
た
。

ま
た
、
今
年
の
成
人
式
も
村
青

年
会
に
よ
る
工
夫
を
こ
ら
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
式
典
が
用
意
さ
れ
、
新

成
人
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ

か
、
天
底
青
年
会
に
よ
る
エ
イ
サ

ー
、
村
青
年
会
に
よ
る
お
笑
い
コ

ン
ト
な
ど
の
余
興
を
披
露
。
そ
の

ほ
か
、
乾
杯
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

先
輩
た
ち
か
ら
新
成
人
の
皆
さ
ん

に
祝
い
の
シ
ャ
ン
パ
ン
を
注
ぐ
光

景
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
終
始
あ
た

た
か
い
雰
囲
気
の
中
で
式
典
が
進

め
ら
れ
た
。



消防
出初め式

功
労
者
三
十
二
人
の
表
彰
も
行
う

新
春
恒
例
の
行
事
。
式
典
で
は
、

消
防
組
合
管
理
者
の
伸
里
吉
徳
今

帰
仁
村
長
の
訓
辞
や
来
賓
の
方
々

に
よ
る
激
励

の
あ

い
さ

つ
の
あ

と
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動

へ

献
身
的
に
協
力
さ
れ
た
功
労
者

へ

の
表
彰
も
行
わ
れ
た
。

な
お
、
村
出
身
者
の
表
彰
者
は

次
の
通
り
。

全
国
消
防
長
会
表
彰

中

取
年
勤
続
功
労
者

消

防

署

員

（
勤

続

三
十

五
年

）

川
上
　
　
勉

【字
天
底
】

山
城
　
哲
也

【字
玉
効
】

消

防

団

員

（
勤

続

十

五

年

）

宇
根
　
哲
也

【字
仲
宗
根
】

山
効
　
正
樹

【字
仲
宗
根
】

沖
縄
県
消
防
協
会
表
彰

中

優
良
職
員

・
団
員

消

防

団

員

（
勤

続

五

年

）

久
田
　
順
治

【写
仲
宗
根
】

山
川
　
〔蛮
　
【字
仲
宗
根
】

新
城
　
光
樹

【字
仲
宗
根
】

沖
縄
県
消
防
協
会
特
別
表
彰

中

内
助
の
功
全
一十
五
年
）

調
花
　
絹
代

【写
仲
宗
根
】

新
春
恒
例
の
本
部
町
今
帰
仁
村

消
防
組
合

「出
初
め
式
」
が

一
月

六
日
、
同
消
防
本
部
構
内
で
行
わ

れ
、
来
賓
多
数
が
見
守
る
中
、
消

防
職
員
四
十

一
人
、
消
防
団
員
六

十
人
が
参
加
し
、
人
員
報
告

・
服

装
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

出
初
め
式
は
、
今
年

一
年
の
無

火
災

・
無
災
害
の
祈
念
と
消
防
職

員

・
消
防
団
員
の
士
気
の
高
揚
と

一
般
住
民
の
防
火
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ
れ
る

▲消防署員、消防団員が整列し無災害の祈念と防火思想の普及高揚を図った
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▲パレードで110番の正しい使い方を呼びかけた

簾
深
で
回
繹
鴛
紗
Э

任
期
満
了
に
伴
い
、　
一
月

一
日
　
　
　
ま
た
、
新
区
長
に
皆
様

の
ご
協

付
で
字
兼
次
の
区
長
が
大
山
直
人
　
　
力
を
よ
る
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ん
か
ら
玉
城
旭
さ
ん

（兼
次
七

二
番
地
）
に
代
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
区
の
発
展
と
村
行
政

に
ご
尽
力

い
た
だ

い
た
大
山
さ

ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

多
く
の
人
に
正
し
い

一
一
〇
番

の
利
用
方
法
を
知

っ
て
も
ら
お
う

と
本
部
警
察
署
主
催
の

「街
頭
パ

レ
ー
ド
」
が

一
月
十
日

「
一
一
〇

番
の
日
」
に
行
わ
れ
た
。

パ
レ
ー
ド
出
発
式
で
は
仲
宗
根

盛
徳
副
署
長
が

「正
し
い

一
一
〇

番
の
利
用
で
安
全
で
住
み
よ
い
地

域
を
創
り
出
そ
う
」
と
あ

い
さ

つ
。
そ
の
後
、
参
加
者
を
代
表
し

て
金
城
宏

・
仲
宗
根
区
老
人
会
会

長
が

「事
件
、
事
故
の
際
に
は
た

め
ら
わ
ず
、
落
ち
着
い
て

一
一
〇

番
通
報
を
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま

た
、
役
場
前
か
ら
山
岳
交
差
点
ま

で
の
パ
レ
ー
ド
で
は
今
年
の
千
支

に
ち
な
ん
で
馬

（ポ
ニ
ー
）
を
先

頭
に
参
加
者
五
十
人
余
り
が
行

進
。
道
行
く
人
に

一
一
〇
番
通
報

へ
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
た
。

▲兼次区長 玉城旭さん

勢V野支垢を先頭iこ

/1レードでP月

交
通
安
全
願
い

折
り
づ
る
配
布

村
蘭
工
会
女
性
部

年
初
め
の

一
月
四
日
、
村
役

場
前
交
差
点
に
お
い
て
村
商
工

会
女
性
部

（諸
喜
田
絹
代
部
長
）

の
会
員
ら
が
交
通
安
全
を
祈
願

し
た

「折
り
づ
る
の
お
守
り
」

を
配
布
し
た
。
こ
の
日
、
用
意

さ
れ
た
お
守
り
は
約
八
百
個
。

和
紙
の
折
り
づ
る
二
羽
を
連
ね

た
会
員
手
作
り
の
自
信
作
。
近

く
の
拝
所
で
安
全
祈
願
も
済
ま

せ
た
こ
と
も
あ

っ
て
「た
く
さ

ん
願
い
を
込
め
て
ま
す
よ
―
。」

と
笑
顔
で
信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ

バ
ー
ら
に
手
渡
し
、
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
た
。
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あ
な
た
は
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

～
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
～

毎
年

二
月

一
日
～
七
日
は
、

「生
活
習
慣
病
予
防
週
間
」
で
す
。

が
ん

。
高
血
圧

・
糖
尿
病
な
ど
、

生
活
習
慣
の
あ
り
方
が
深
く
関
わ

っ
て
い
る
病
気
を
指
し
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
日
頃
の
暮
ら
し
を

改
善
す
れ
ば
、
十
分
防
げ
る
病
気

と
も
言
え
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
少
し
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
も
し
あ
な
た
が

「病

気
が
な
く
長
生
き
し
た
い
」
と
考

え
た
と
き
、
果
た
し
て
自
分
が
食

事
や
運
動
に
気
を

つ
け
て
さ
え
い

れ
ば
、
健
康
づ
く
り
は
万
全
と
言

え
る
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
図
を
見

て
下
さ
い
。

右
の
円
グ
ラ
フ
は
、
不
規
則
な

生
活
習
慣
や
環
境

。
遺
伝

（生
ま

れ

つ
き
）
な
ど
の
要
素
が

（病
気

が
原
因
の
）
死
亡
に
ど
れ
だ
け
影

響
を
及
ぼ
し
た
か
を
表
し
た
も
の

で
す
。
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
と

き
、
個
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
環
境
に
も
目
を
む
け
る
こ

と
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の

グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
り
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る

健
康
づ
く
り

|'

,

|―

,i

「
:

l'

I

I
′.

I.

た
め
に
は
、　
一
人
ひ
と
り
の
生
活

の
質
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る

「健
康
な
村
づ
く
り
」
が
必
要
な

の
で
す
。

今
帰
仁
村
に
お
け
る

健
康
づ
く
り

村
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
健
康
教
育
や
相
談

・

住
民
健
診
な
ど
個
人
に
対
す
る
取

り
組
み
に
加
え
、
健
康
村
づ
く
り

を
目
指
し
て
の
、
ゆ
い
ま
―
る
地

区
健
康
づ
く
り
事
業

・
保
健
推
進

員
育
成
教
室
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ゆ
い
ま
―
る
健
康
づ
く
り
事
業

で
は
、
区
長

・
民
生
委
員

・
保
健

推
進
員
や
老
人
会

・
婦
人
会
等

が
関
わ

っ
て
お
り
、
区
民
へ
の
呼

び
か
け
や
お
や
つ

。
会
場
準
備

・

日
本
は
す
で
に
平
均
寿
命
で
は

世
界

一
の
座
を
獲
得
し
て
お
り
、

今
帰
仁
村
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
、
よ
り
豊
か
な

生
き
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
帰
仁
村
で
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る

一一

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
決
め
な
ど
、

自
分
た
ち
で
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

字
に
合

っ
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
お
り
、
保
健
推
進
員
は
、
役
場

主
催
の
育
成
教
室
で
学
ん
だ
こ
と

を
、
ゆ
い
ま
―
る
事
業
を
通
し
て

字

の
お
年
寄
り
に
教
え
て
い
ま

す
。
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
た

ち
で
出
来
る
こ
と
を
し
、
役
場
は

▲次国のプログラムの内容をみんなで話し合ってい
ます。(今泊ゆいま―る)

▲保健推進員さんが「自分でできる操体法」を伝え
ているところです。(古宇利ゆいま―る)

▲与那嶺ゆいま―るの忘年会では、イ呆健推進員さん
と料理の得意な字の皆さんが協力して豪革な料理
をふるまっていました。

そ
れ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

個
人
を
と
り
ま
く
環
境
が
変
わ

れ
ば
、
よ
り
よ
い
健
康
に
お
の
ず

と
向
か
っ
て
い
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
村
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り

が
、
健
康
村
づ
く
り
の

一
員
で

す
。
健
康
に
つ
い
て
共
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

簡策の原因と者えられる
四つ|の函簿とその1劉1台

生活をとりま<
4土 会 ,自然環境

20%

個人の不健康な生活
習慣や行動のしか芝

50%

再0%

遺伝=

生まれつき
のこしの

20%

現在の保険
医構の
不飽切さ

ボランティ″の暮蕪
保健推進員やゆいま―る事業などへのボ

ランティアは、常時募集しています。詳

しくは村役場保健予防課 (保健センター)

までお問い合わせ下さい◇

保健センター 盆 56-1234

鬱002年)平成14年 2月 1日 広 報 な き じん 12
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Ⅲ すつて

綿う神||オ士か らの

お知らせ

沖縄県老人福祉医療助成金支給事業 今帰仁村老人福祉医療助成金支給事業

出汗力′″IT IIれ ,オ||》 ,

県:月額……7,500円

村:月額…… 2,500円 (合計10,000円 )

イメデ瘍サ|ア i'汁 桂ⅢⅢ

δ扶&らせ

'.Fl,IⅢ

イII・

111

在宅の寝たきりのお年寄りを介護していますが、おむつ代がか

さんで困っています。

メイ ″ ″4/ン 11:ィ ,加

65歳以上のお年寄りで、在宅 (病院入院合む)において1日の

大半を寝たきりの状態で過ごしている方や、または、痴呆症に

よりつ印日こおむつの使用が必要と認められる状態が6ヵ月以上

継続している方。ただし、老人ホーム、老人保健施設等の介護

保険適用施設に入所している方、生活保護受給者、認定基

準所得 (約 100万円)を超えている方などは除かれます。

診断書 `所 得証明書・住民票抄本・預金通帳の写し'健 康

保険証 ,医療受給者証

詳しいお問い合わせ

福祉課・老人福祉担当 盆564189

村
育
英
会
「ⅢⅢ111,111JJ1111111

～お申し込みは 3月 1日 より～

今帰仁村育英会 (仲里吉徳会長)で は次の通り、高校生、

専門学校生、大学生を対象に育英資金借り入れ希望の方
を募つています。

!illlfiiil'||111(l lilrl)

高校生……10,000円 以内

県内大学生・専門学校生…20,000円以

県外大学生……25,000円以内

III卜 i■ lit

今偏仁村に住所のある方の子弟で高校、専門学校、

大学 に進学 または在学 している方で経済的な理

由によ り就学が困難な方。

ド:liiiililll11

3月 1日 ～ 3月 31日

☆手続きの詳しい方法は学校教育課・育英係
(金 562645・ 562647)ま でご連絡をお願いします。

ⅢⅢ北部保健所50周年記念事業
‐
■,Iイ

■  ～誰もが安心して暮らせる地域づくりをめざして～

デーマ√保健所の遁去・塀海・末莱ノ

講師 沖縄大学教授 口=口蒻馴

と き 2月 2フ 日 (水 )午後 li30～430
ところ 名護市民会館 中ホール

申し込み お問い合わせ 北部保健所 金52-2フ ]4

軽自動車税は4月 1日 現在、所有する方に対し年税が課さ

れます。不用になった軽自動車(125cc未満のバイクも含む)

でも4月 2日 以降に抹消手続きを済ませた場合は年税を納

めていただかねばなりません。(軽 自動車税には月割課税は

ありません。)

現在、故障や車検切れ等により抹消手続きを必要とされる

車輌をお持ちの方は、3月 末までにその手続きを済ませて下

さい。

役場税務課盆56-2105

ィ!:「 、
、fド)Fナ   ザ

ヽ
''|ト

8F索1奪部書
｀
糊|■|た|

|||||:|!||■ ||:||||… |十 1,|十 11111i■ |

平成14年度の固定資産税の基礎となる固定資産税課税台帳 (土

地 家屋 償却資産の価格などを記載した台帳)の縦覧を次のとお

り行います。

これは、平成 14年度の賦課期日(平 成 i4年 1月 ]日 )現在に所

有されてしlる 固定資産について記載したものです。この際に家屋

の有無、土地の現況地目等をこ確認くださるようお願いし謀す。

◎期間 3月 1日 ～3月 20日 (土、日を除く)

◎時間 午前8時 30分～午後5時 15分まで

◎場所 村役場税務課固定資産税係

※本人以外の資産については、所有者の委任状が必要です。

ロ
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国民健康保険から
新制度スタート

夫婦が安心 して出産を迎えることができることをね らいとして「出産費資金貸付制度」を創設 しました。

この制度は国保被保険者で出産育児一時金 (30万 円)の 支給 を受けることが見込 まれる世帯主 に対 し、

一時金の支給 を受けるまでの間、貸付金 (出 産育児一時金見込額の 10分 の 8を 限度)と して貸 し付け、実

際に出産 して出産育児一時金が支給された時点で貸付額 と相殺するものです。

貸付の対象者は「出産予定 日まで lヵ 月以内の被保険者」・「妊娠四ヵ月以上の方

で医療機関に一時的な支払いが必要 となった被保険者」が申請できます。

ただ し、国保税の滞納世帯については国保税 を完納 した後 に受付けます。

役場住民課・国保担当
56-2101(内 線 155)てう

ノ

平成13年度

鳴

Ｅ
Ｂ
■
Ｆ

(お知らせ)

国民健康保険証の切 り替えを右記の日程で

行います。現在使用中の保険証とE「鑑を持参

して下さい。

国民健康保険制度は皆様からの保険税収入

と国の補助金により保険給付費等の費用を賄

うことを原則とした社会保障制度です。皆様

が納付された税金の割合が全体の 93パーセ

ント以下であれば、国の補助金からペナルテ

ーとして 5パーセント (約 1千 4百万円)が
減額されることになります。国保はみんなで

支えあう制度ですので、滞納することは、加

入者のみんなに迷惑をかけることになりま

す。切り替え時までに必ず納めていただきま

すようお願いします。

字 名  月 日  曜 日 時  間

今 泊  3月 4日   月曜日  午後 5時～ 7時

兼 次  3月 5日   火曜日 ～ 6時 30分

諸 志  3月 5日   火曜日 ～ 6時 30分

与那嶺  3月 6日   水曜日 ～6時 30分

仲尾次  3月 6日   水曜日 ～6時 30分

崎 山  3月 7日   木曜日 ～6時 30分

平 敷  3月 7日   木曜日 ～ 6時 30分

越 地  3月 8日   金曜日 ～ 6時 30分

謝 名  3月 8日   金曜日 ～ 6時 30分

仲宗根  3月 4日   月曜日 ～ 7時

玉 城  3月 11日  月曜日 ～ 6時 30分

呉我山  3月 11日  月曜日 ～ 6時 30分

湧 川  3月 12日   火曜日 ～ 7時

天 底  3月 12日  火F醒 日 ～ 6時 30分

勢理客  3月 13日  水曜日 ～6時 30分

渡喜仁  3月 13日  水曜日 ～6時 30分
上運天  3月 14日  木曜日 ～ 6時 30分

運  天   3月 14日   木曜 日 ～6時 30分
古宇利   3月 15日  金曜日  午前 10時～ 12時

*暮
呈毛昌薪ネ豊忌冒努慰筏鍛曇奮§鳥扇焉雫ζttFて

います。

蒸 輩 蕃 暮 尋‐轟 :冬 事 ′ム`
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～自動車事故により重度後遺障害者となられた方ヘ

介護料支給制度改正の晉案内
平成13年 7月 から改正されました。

0ガ象 となる方

自動車事故により、脳、脊髄またはほ旬腹

部臓器を損傷し、後遺障害の程度が右図に

該当 (本目当)す る方が対象です。

0支総 と十々ぅ″

支給額は、右記の範囲内で在宅介護サービス・

短期入院等の負担額に応じてお支払いします。

0支給 の方法

従来の日額制から月額制に変ります。

0支絵 の期 間

受付の行われた 日の属する月か ら受給

資格が喪失 した事由の発生した 日の属す

る月まで。

自動車事故対策センター沖縄支所

那覇市前島2-21-13 a(098)862-866フ

※交通遺児等への育英資金の貸付も行つております (右記参照)

自動車事故によって、一家の柱である働き手が

死亡したり、重度の後遺障害が残ることとなつた

被害者の子弟の健金な育成を図るため、当センタ

ーでは、中学校卒業までの遺児等対象に以下の育

成資金の貸付けを行っています。

★賞付対象者

自動車事故により死亡した方はまた Iよ 重度の後遺障

害が残つた方の子弟 (中学校卒業まで)

☆賞付金額

1人につき最初一時金 15万 5千円、以後月額2万円

小学校、中学校入学時に入学支度金4万 4千円

☆賞付期間 貸付決定時から中学を卒業するまで

☆利  子 無利子

☆貸付金の返還 貸付期 P日日終了後6ヵ 月または1年

経過後から返還していただきます。(高校、大学等ヘ

の進学者 |よ 卒業まで返還を猶予)。

1雛鶏 番感類攀
―

自動車事故対策センター沖縄支所まで

那覇市前島2-21-13 a(098)862-866フ

鰺

】゙」
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常時要弁護の方 随時要弁護の方

1級3号言えは4号 2級3号裁は4号

(月籠)58戸 70円
～186,880岡

(月額)29,290円
～54,000円

自賠責イ暴「央後達障害等級

介護に要する費用の
員担に応 じて

くわしいお問い合わせは∴・

ちゅら   どうくま

表欲 。「美 しき空間」

縄、春の訪イ1る桜の花がとてもきイ1いだつ

たので撮りました。

これからも◆帰仁の風景を撮つていきた

いです。

まだ寒さの残るここ沖

北山高校 2年
田 中 麻 美



2

2
3
4
5 ○区長会 (14:00～ 2階会議室 )

6

月/如月

金1

火

10回

11月

○リハビリ

21木
22金
23土
24日

25月
26火
27水
28木

3月 /弥生

3 日

土

○おもちゃ図書館 (9:00～ 12:00 コミセン)

○沖縄県一周駅伝大会 (～ 3日 まで)

○健康相談 (9:00～ 12100 保健センター)

○ゆいま―る事業 (与那嶺 )

○村 県民税申告 (仲宗根 9:00～ 15:00)

○おもちゃ図書館 (9:00～ 12:00 コミセン)

○乳児健診 (13:20～保健センター)

○親子ふれあい劇場アニメ「ハッピーバースデーJ上映(14:00～  コミセン)

○健康相談 (9:00～ 12100 保礎センター)○農業委員総会
O村  県民税申告 (呉我山 9:00～ ■ :30)

○   ″   (玉 城 13:30～ 16:00)

○世界遺産'豆

く
録記念フォーラム

(13:00～ 17:00 コミセン)

○リハビリ
○村 県民税申告 (湧川 9:00～ 15:00)

日

月

水
10日 まで )

8
9

7 ○ゆいま―る事業 (仲尾次 )

○おもちゃ図書館 (9:00～ 12:00 コミセン)

Oゆいま―る事業 (渡喜仁・運天)

OBCG(14:00～ 14:30受付)

O村 県民税申告 (今泊9:00～ 15100)

木

金

土

○デイケア  (

12火
13永
14木
15金
16土
17日

18月

19火
20水

○建国記念 日

Oゆいま―る事業 (諸れ

○リハビリ
○ゆいま―る事業 (呉我山)

○村 県民税申告 (兼次18:30～ 16:00)

○ゆいま―る事業(今泊)○ぶれあい少年の翼事後研修(1800～ 中公)

○村・県民税申告 (仲尾次 9:00～ ■ :30)

○   ″   (与那嶺13:30～ 16:00)

Oお もちゃ図書館 (9:00～ 12100 コミセン)

○セリ市 (10:30～  セリ市場)

○今帰仁村婦人会 「演芸のつどいJ(15:004コ ミセシ)

○健康相談 (σ :00～ 12:00 保健センター)○ ツ反
○村 県民税申告 (平敷 9100～ ■ :30)

○   ″   (崎 山 13:30～ 16:00)

01オ児半・3才児健診 (13:00～  保健センター)

O少年少女ホッケー交流会 (9:00～  ホッケー場)

4
5

2
1 金 O固定資産税課税台帳縦覧

○おもちゃ図書館 (9,00～ 12:00 コミセン)

～20日 まで )

土

○県立北山高校卒業式
O村・県民税申告 (天底 9:00～ 15:00)

○健康相談 (9:00～12:00 保健センター)

○村・県民税申告 (渡喜仁 9:00～ ■ :30)

○   ″   (勢 理客 13:30～ 16:00)

○区長会 (14:00～  2階会議室)

○ゆいま―る事業 (与那嶺)

月

火

水

○リハビリ

8

6
7 ○ゆいま―る事業 (仲尾次)

○歯科相談 (13:00～ 保健センター
)

○村・県民税申告 (古宇利 10:00～ 15:00)

○村・県民税申告 (運天  9:00～ ユ :30)

O   ″   (上運天 13:30～ 16:00)

○区長会(14:00～ 2階会議室)

○村・県民税申告 (謝名
○   ″   (越 地

○リハピリ○ゆいま―る事業(古宇利)

9:00～ 11:30)
13:30～ 16100)OBCG

木

金

裕 環境を大切に〃燃えるゴミ.燃えないゴミは、指定袋で出しましょう〃=保健予防課=

毎月第2・第4日曜日開催中!!

.=斎

ギ軒|十 ・

,ゝγ

月第 2・ 第 4日 曜日 午前9:00～
天漁港内
帰仁漁協

ヽ
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き

ろ
催

ア
」

と

と

主

ぺ
１
，
】

世界道産登録記念フオーラム

葉辱施基塾員は
特撮仁構爆人会F渡基0穆どti雄

靭
き

るこ

と

と

2月 16日 (上)午 後3時 ～ 入場料 :1,000円

村コミュニティセンター

アニ■『A
親子ふれあとヽ瑯場

ピーパースディェ土際ヽ
入場料

と き

ところ

主 催

1人 400円 (3才以上 )

2月 23日 (土 )午 後2時 ～

村 コミュニティーセンター

村青少協 。村子どt,会・村社協
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